

















 本稿では、タイ語 iの maa の意味的に拡張した用法を取り上げる。maa は、日本語の「来














（1）pai thiinoon maa thiinii
   行く あそこ 来る ここ
   あそこへ行く。ここへ来る。             ［峰岸・タッサニー2002：213］
（2）khao maa kin khaao thii rooŋaahaan
   彼/彼女来る 食べる ごはん 場所    食堂












（3）dəən caak baan maa mahaawitthayaalai thukwan     …（ⅰ）
   歩く から 家 来る   大学        毎日
   毎日家から大学まで歩いて来る。
（4）thammai khao mai ɔɔk maa     …（ⅰ）
なぜ 彼/彼女 否定  出る  来る
どうして彼／彼女は出てこないの。
（5）khao soŋ ŋən maa thiithamkaanpraisanii     …（ⅱ）
   彼/彼女 送る お金 来る        郵便局
   彼／彼女は郵便局にお金を送ってきた。                        
（6）khao phaa fɛɛn maa thii baan chan     …（ⅲ）
   彼/彼女 連れる 恋人 来る 場所 家   私
   彼／彼女は私の家に恋人を連れてきた。
（7）mʉakii tharoo thoorasap maa haa chan     …（ⅳ）
   さっき   太郎   電話する 来る 探す  私


















（8）a.  khao  maa soŋ ŋəәn thiithamkaanpraisanii 
	 	 	      彼/彼女 来る 送る	 お金	     郵便局 
	 	 	 	 	 彼／彼女は郵便局にお金を送りに来た。 
	 	 	 	 （来る→お金を送る） 
b.  khao  pai  soŋ ŋəәn thiithamkaanpraisanii maa 
	 	 	      彼/彼女  行く 送る お金	      郵便局	 	 	 	 	  来る 
	 	 	 	   彼／彼女は郵便局にお金を送りに行ってきた。 
	 	 	  （（郵便局に）行く→お金を送る→（元の場所に戻って）来る） 
 
2.2.2 「Vmaa」の時間的用法  
	 時間的用法に関して、Rangkupan は以下の用例をあげている。 
 
（9）cum  thon  kɛɛ  dai maa taŋtɛɛ rɛɛk 
	 	 	 ジュム 耐える あなた 可能 来る から  最初 
	 	 	 ジュムは最初からあなたに耐えてきた。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［Rangkupan1992：89］ 
（10）naai  pen phʉan chan maa naan 
	 	 	  あなた COPU 友だち  私  来る 長い 
	 	 	 あなたはもう長い間私の友だちだ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［Rangkupan1992：89］ 
（11）pai thʉŋ paachaachaaŋ maa la  si 
	 	 	  行く 着く 	 象の墓地	   来る 完了 終助詞 







て maa を用いて相手が自分の側へ戻ってきたと捉えていることから、（11）における maa
は空間的用法と時間的用法の双方として位置づけることができると述べている。 
以上、maa の基本的用法として、本動詞および補助動詞の用法を概観した。補助動詞の














（12）tɔɔpainii rao maa  rian  phaasaasaat kan thəә 
	 	 	 	   次   私たち 来る 勉強する	  言語学  一緒に 終助詞 
	 	 	 これから私たちは言語学について学ぶことにしましょう。	 	 ［峰岸・タッサニー2003：246］ 
 




	 本節では、2 節の基本的用法には見られなかった maa の使用について調べるため、より
多くの用例を概観し、どのような意味拡張が起こっているかを考察する。 
 
3.1 直接対話にみられる「maaV」  





（13）nʉk  waa kɛɛ  maa  ciip  chan 
思う ～と おまえ 来る 告白する わたし 
	 	 	 	 あんたが私に告白しに来たのかと思った。 
（14）（自分のことを親しげに「パパ」と呼ぶ別れた恋人に対して） 
yaa  maa riak phom yaaŋnii  na   	 	  
	 	 	 	 禁止	 来る 呼ぶ  僕  このように 終助詞 
僕のことをそんなふうに呼びに来るな。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［dok som see tong］ 
（15）khun (yaak) maa (loŋ) chʉa chan thammai	  
あなた 欲しい 来る 惑う 信じる 私	   なぜ 




















（16）先方が、さっき文句を言ってきました。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ［今仁 1990：58］ 

























































（23）a. #太郎が「今日は 12 月 1 日だね」と言ってきた。 
b. 太郎が「院生室の蔵書リストを作ってくれ」と言ってきた。 
 













phuut yaaŋnii. mai phrɔ na      
      話す このように 否定 きれい 終助詞 
      そんなふうに話すの、きれいじゃないよ。       
b. （「ii baa（バカ野郎）」というひどい言い方をするタイ人の友人に対して）
maa phuut yaaŋnii. mai chɔɔp ləəi
    来る 話すこのように  否定 好き 強調







（25）yaa maa yuŋ kap chan
   禁止 来る 煩わす ～と 私
   私を煩わしに来るな。（私のことは放っておいてほしい）  ［峰岸・タッサニー2003：245］
（26）（母におねだりしようとする子どもが）




    禁止  来る
















iik 2 dʉan.   ca maa  naŋ naŋ nɔɔn nɔɔn yuu bɛɛpnii  mai dai  na  
	 	     残り 2 ヶ月	   意志 来る 座る 座る 寝る 寝る 継続 このように 否定 可能 終助詞 







3.4 時間の移動をあらわす「maaV」  
	 次に挙げる用例は、時間に関わる用例である。 
 
（28）teeŋŋaan maa 10 pii.   phəәŋ maa mii luuk 
	 	 	 	 結婚する  来る 10 年    ばかり 来る ある 子ども 
	 	 	 	 結婚して 10 年。やっと子どもができた。 
（29）kɛɛ  maa  siacai  thammai tɔɔnnii 
おまえ 来る 残念に思う	 なぜ	 	  今 
























けることが maa の意味拡張に繋がっていると考えられる。 
 
                                                   
注  






iv 本稿でこれまで示してきたような maa や pai（行く）を用いる用例のほか、方向動詞が用いられる例
として、田中（2004）は以下のような例をあげている。 
suai khʉn（きれい+上がる→きれいになる）、kəәəәt khʉn（起こる+上がる→発生する） 
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